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１．測位技術振興会 ホームページ開設
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２．アーカイブ ： 知識共有の新たな試み

クリック！
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2.1 プレプリント・アーカイブ

プレプリント・アーカイブ（preprint archive）または電子プリント・アーカイブ（e-print archive）とは、
論文の前刷、すなわち未査読の学術文書（プレプリント）を保管し、公開する仕組みです。一方、
査読を終えた論文は、ポストプリントを呼ばれます。

一般に査読作業には数カ月を要することもありますが、近年の技術進歩は速く、開発した技術の
知識は直ちに共有したいというニーズが大きくなっています。また、非常に専門化が進んだ結果、
部外の者が適切な査読をするのが難しいという意見もあります。これらの課題を解決する手段とし
て、プレプリント・アーカイブの運営が行なわれ、近年サービスが拡大しています。

この仕組みは、物理や数学の分野では大きな成功を収めています。例えば、コーネル大学図書館
の運営する arXiv.org は128万部を越える投稿論文を保管し、世界中から毎月１万部を超える投
稿が寄せられています（2017年7月現在）。その起源は、1991年に米ロスアラモス国立研究所が、
LANL preprint archive という物理学のプレプリントを保存するサーバを運営し始めたことですが、
1999年には arXiv.org と改名し、大学図書館が財団の支援を得て運営し現在まで引き継がれてい
ます。

このプレプリント・アーカイブは、日本では京都大学基礎物理学研究所（旧湯川記念館）にミラー
サーバが置かれています。このようなミラーサーバは、本家のサーバ以外に世界８か所に設置さ
れています。

有名な活用例としては、世紀の難問と呼ばれた「ポアンカレ予想」を解決した三部の論文は、ロシ
アの数学者グリゴリー・ペレルマン が 2002 年から 2003 年にかけて arXiv.org に投稿した論文で、
この功績によりペレルマンは 2006 年のフィールズ賞を受賞しました。

近年では、著名な科学者から、プレプリント・アーカイブを論文提出の最終形態として考えたようが
よい、という意見が出されている状況です。
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2.2 操作方法 (1) 会員ログイン

クリック！

まず、右上の「会員メニュー」をクリックし、ログインします。
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(2) 会員メニュー

クリック！
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(3) 投稿案内

クリック！
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(4) 投稿のための入力画面

皆さんの投稿を首を長くして
お待ちしております。

投稿情報を入力し、「送信」を押せば完了。



３．まとめ
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●測位技術振興会のウェブサイトを開設しました。
http://www.jsapt.net/ja/

●現在、知識の共有のために、プレプリント・アーカイブと
呼ばれるサービスが科学技術分野に広がっています。

●この仕組みをウェブサイトに取り入れ、「アーカイブ」と
いう知識共有の新たな試みを開始しました。

●測位技術振興会では、共に測位技術を磨く会員を募集
しています。

●測位技術振興会の「アーカイブ」に投稿しましょう。


